
大 和 北 道 路 に つ い て        

 
奈良県商工会議所連合会 

１．奈良県商工会議所連合会の概要 
     

２．現在の奈良県の道路状況について 
 
①奈良県を南北に縦貫する道路が十分に整備されていない。 
 
②県庁所在地である奈良市から県下第二の都市である橿原市までわずか２０
㎞の距離を移動するのに一時間以上も必要となっている。 
 

３．京奈和自動車道大和北道路の必要性について 
 
①京奈和自動車道は、奈良県の背骨となる道路であるとともに、関西大環状
道路の一部となる重要な道路である。 

 
②大和北道路を含めて、京奈和自動車道全区間が整備されることにより、現
在の道路状況に対する課題が解消され、物流・観光・医療など、現在およ
び未来の人々の幸せに大きく寄与することになると期待している。道がそ
の地域の発展、繁栄を支えてきたことは、歴史が証明している。 
また、地域の発展、繁栄があってはじめて、福祉など様々な対策が可能
となると考えている。 

 
４．京奈和自動車道大和北道路のルート、構造について 

 
①これまでの検討結果では、工法を検討すれば地下にトンネルを建設しても
地質や地下水に対する大きな影響はないと伺っている。 

 
②そのことを踏まえれば、大和北道路のルート・構造を検討する際、以下の
観点から検討すべきと考えている。 
・ 古都奈良の景観に配慮する。 
・ 早期に完成し、整備効果が現れる。 
・ 短時間で走行できる。 
・ 費用がかかり過ぎない。  
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